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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 8,964 5.5 628 △4.3 700 △6.4 817 83.2

2026年３月期中間期 8,494 6.6 656 △25.1 749 △16.7 446 △36.2

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 1,287百万円( 247.5％) 2026年３月期中間期 370百万円(△59.0％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 88.78 ―

2026年３月期中間期 47.41 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 35,615 29,705 81.8

2026年３月期 34,738 29,303 82.5

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 29,141百万円 2026年３月期 28,670百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00

2027年３月期 ― 60.00

2027年３月期(予想) ― 65.00 125.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,000 4.3 1,500 29.5 1,600 △5.0 1,400 9.9 151.62

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期中間期 9,856,107株 2026年３月期 9,856,107株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 729,810株 2026年３月期 622,495株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 9,209,162株 2026年３月期中間期 9,412,133株

（注）当社は「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」を導入しており、株主資本において自己株式とし

て計上されている「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」に残存する自社の株式は、１株当たり

中間純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の

ご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（金額の表示単位の変更について）

第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更

しております。このため、当社の中間連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位

で記載しておりましたが、百万円単位で記載することに変更しております。なお、比較を容易にするため、前

連結会計年度及び前中間連結会計期間についても百万円単位に変更して記載しております。

（決算説明会について）

当社は2026年12月11日(金)に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における世界経済は、米国ではＡＩ関連需要の拡大を背景としたハイテク分野の設備投資や

堅調な個人消費に支えられ底堅く推移しました。一方、中東情勢の緊迫化やウクライナ情勢の長期化による地政学

リスクの高まり、それに伴うエネルギー価格・原材料価格の高騰やインフレ圧力の継続など、先行き不透明な状況

が続いております。

アジア・中国経済は、ＡＩ関連需要を背景とした投資や輸出に持ち直しの兆しが見られたものの、不動産市場の

低迷長期化や内需の力強さを欠く展開が続き、景気回復の足取りは緩やかなものにとどまりました。また、地政学

的な緊張や通商摩擦への懸念が引き続き重荷となりました。

我が国経済は、インバウンド需要の拡大や企業収益の改善、個人消費の持ち直しなどを背景に緩やかな回復基調

が見られました。しかしながら、為替相場の円安推移の長期化に加え、エネルギー価格や原材料価格、さらには人

件費の上昇が継続しており、製造業の収益を圧迫するなど、依然として厳しい経営環境が続きました。

当社グループが属するエレクトロニクス業界は、生成ＡＩの普及に伴うＡＩサーバーやデータセンター関連向け

需要が世界的に拡大し、市場を強力に牽引しました。また、自動車の電動化や先進運転支援システム（ＡＤＡＳ）

の進展に加え、産業機器市場においても在庫調整がピークを越え、緩やかな回復傾向が見られました。一方で、原

材料価格の高騰や人件費・物流費の上昇といったコスト増に加え、部材調達価格の上昇が収益の圧迫要因となりま

した。さらに、スマートフォンの販売低迷や、中国市場における内需の力強さを欠く展開が続くなど、一部の市場

では依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと当社グループは、2026年５月に更なる飛躍に向けた、「中期経営計画2030」を策定し、当

中間連結会計期間はその初年度として新たな成長施策を本格始動いたしました。これまで培ってきた「センサ・医

療・非接触」の強みを基盤とし、注力分野である医療・ヘルスケア分野への生体電極・電気化学センサや、その技

術を応用した新規市場の開拓や、自動車電装分野向けセンサの新製品展開・市場開拓を一層加速し、ＡＩ関連市場

の開拓も進めてまいりました。また、電子部品セグメントをはじめとする販売拡大に努めるとともに、製造工程の

自動化・省力化による生産効率の向上や原材料高騰に対する適正価格への転嫁を進め、不採算製品の見直しや固定

費抑制などを含めた収益構造の効率化を強力に推進してまいりました。

販売面の状況については、後掲のセグメントごとの内容に記載しております。利益面においては、原材料・物流

コスト高騰への価格転嫁や原価低減に取り組みましたが、想定以上の原材料価格の高騰が一部で見受けられまし

た。

この結果、当中間連結会計期間の連結売上高は89億64百万円（前年同期比5.5％増）となりました。営業利益は６

億28百万円（前年同期比4.3％減）、経常利益は７億０百万円（前年同期比6.4％減）、親会社株主に帰属する中間

純利益は８億17百万円（前年同期比83.2％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①電子部品

電子部品事業においては、新規車種へ採用が増えたことから自動車電装市場向けが好調に推移し、ＡＶ機器市場

向けや産業機器市場向けは堅調に推移した一方で、医療・ヘルスケア市場向けや、特にアミューズメント市場向け

が客先の計画減などで低調でした。

この結果、電子部品の売上高は86億42百万円（前年同期比5.1％増）となり、営業利益は５億64百万円（前年同期

比6.7％減）となりました。

当事業の地域別の業績は次のとおりであります。

ａ．日本

ＡＶ機器市場向け、医療・ヘルスケア市場向けは、客先の在庫調整による計画減で低調でしたが、自動車電装

市場向け家電市場向けが好調に推移しました。

この結果、売上高は43億48百万円（前年同期比15.8％増）、営業利益は２億31百万円（前年同期比381.7％増）

となりました。

ｂ．アジア

自動車電装市場向け、ＡＶ機器市場向けは好調でしたが、アミューズメント市場向けは低調でした。

この結果、売上高は41億54百万円（前年同期比4.2％減）、営業利益は３億38百万円（前年同期比35.2％減）と

なりました。

ｃ．北米

個人消費が底堅く推移しており、ＡＶ機器市場向けは堅調でしたが、産業機器市場向けは低調でした。

この結果、売上高は１億38百万円（前年同期比6.8％増）、営業損失は３百万円（前年同期は８百万円の営業利

益）となりました。
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②その他

その他の事業においては、機械設備等の販売および環境対応緩衝材ともに好調でした。

この結果、その他の事業の売上高は３億22百万円（前年同期比19.1％増）、営業利益は61百万円（前年同期比2.1

％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比べ８億76百万円増加し356億15百万円

となりました。その内訳は、流動資産が１億46百万円増加し189億93百万円、固定資産が７億29百万円増加し166億

21百万円となりました。

負債は前連結会計年度末に比べ４億73百万円増加し59億９百万円となりました。その内訳は、流動負債が３億７

百万円増加し28億57百万円、固定負債が１億65百万円増加し30億51百万円となりました。

これらの結果、純資産は前連結会計年度末に比べ４億２百万円増加し297億５百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末の82.5％から81.8％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ８億86

百万円減少（前年同期は10億50百万円の減少）し、82億71百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動の結果獲得した資金は、３百万円（前年同期は１億85百万円の獲得）とな

りました。収入の主な内訳は、税金等調整前中間純利益10億62百万円（前年同期は６億80百万円）、減価償却費４

億15百万円（前年同期は３億79百万円）であり、支出の主な内訳は、投資有価証券売却益３億64百万円（前年同期

は１億５百万円）、売上債権の増加額２億50百万円（前年同期は４億79百万円の増加）、棚卸資産の増加額７億16

百万円（前年同期は２億72百万円の増加）であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、１億１百万円（前年同期は１億92百万円の使用）

となりました。収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入４億33百万円（前年同期は１億63百万円）、保

険積立金の解約による収入４億６百万円（前年同期は45百万円）であり、支出の主な内訳は、有形固定資産の取得

による支出４億99百万円（前年同期は３億58百万円）、投資有価証券の取得による支出３億０百万円（前年同期は

０百万円）であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、８億98百万円（前年同期は７億25百万円の使用）

となりました。支出の主な内訳は、配当金の支払額４億68百万円（前年同期は４億75百万円）、自己株式の取得に

よる支出３億７百万円（前年同期は１億34百万円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月12日に公表しました見通しに変更はございません。ま

た、配当予想についても変更はございません。

今後、業績予想の修正が必要と判断した場合は速やかに公表いたします。

＜業績等の予想に関する注意事項＞

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,227 10,478

受取手形及び売掛金 2,895 3,264

電子記録債権 539 438

商品及び製品 1,732 1,911

仕掛品 922 1,100

原材料及び貯蔵品 974 1,361

その他 557 442

貸倒引当金 △3 △4

流動資産合計 18,846 18,993

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,704 1,785

機械装置及び運搬具（純額） 1,517 1,442

その他（純額） 3,894 4,049

有形固定資産合計 7,116 7,276

無形固定資産 59 57

投資その他の資産

投資有価証券 2,734 3,704

退職給付に係る資産 5,443 5,402

その他 539 182

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 8,715 9,286

固定資産合計 15,892 16,621

資産合計 34,738 35,615
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 778 884

電子記録債務 101 107

短期借入金 46 45

未払法人税等 298 231

賞与引当金 461 508

役員賞与引当金 13 ―

その他 849 1,079

流動負債合計 2,549 2,857

固定負債

株式給付引当金 43 49

役員株式給付引当金 170 194

退職給付に係る負債 260 246

その他 2,410 2,560

固定負債合計 2,885 3,051

負債合計 5,435 5,909

純資産の部

株主資本

資本金 3,453 3,453

資本剰余金 5,497 5,497

利益剰余金 15,755 16,104

自己株式 △1,445 △1,752

株主資本合計 23,261 23,302

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,446 1,925

為替換算調整勘定 2,402 2,467

退職給付に係る調整累計額 1,559 1,444

その他の包括利益累計額合計 5,408 5,838

非支配株主持分 633 564

純資産合計 29,303 29,705

負債純資産合計 34,738 35,615
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 8,494 8,964

売上原価 5,912 6,370

売上総利益 2,582 2,594

販売費及び一般管理費 1,925 1,966

営業利益 656 628

営業外収益

受取利息 63 40

受取配当金 77 67

受取賃貸料 26 29

保険解約返戻金 ― 56

その他 29 8

営業外収益合計 196 203

営業外費用

支払利息 6 1

固定資産賃貸費用 11 12

為替差損 78 106

その他 6 9

営業外費用合計 103 130

経常利益 749 700

特別利益

投資有価証券売却益 105 364

特別利益合計 105 364

特別損失

減損損失 ― 2

解体撤去費用 173 ―

特別損失合計 173 2

税金等調整前中間純利益 680 1,062

法人税等 173 217

過年度法人税等 51 ―

法人税等合計 224 217

中間純利益 455 845

非支配株主に帰属する中間純利益 9 27

親会社株主に帰属する中間純利益 446 817
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 455 845

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 383 497

為替換算調整勘定 △393 61

退職給付に係る調整額 △74 △116

その他の包括利益合計 △84 442

中間包括利益 370 1,287

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 301 1,247

非支配株主に係る中間包括利益 68 40
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 680 1,062

減価償却費 379 415

減損損失 ― 2

解体撤去費用 93 ―

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △67 △128

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 27 △11

賞与引当金の増減額（△は減少） 81 45

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △13

株式給付引当金の増減額（△は減少） 7 6

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 22 23

損害補償損失引当金の増減額（△は減少） 75 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 1

固定資産売却損益（△は益） ― △0

投資有価証券売却損益（△は益） △105 △364

受取利息及び受取配当金 △140 △107

支払利息 6 1

保険解約返戻金 ― △56

売上債権の増減額（△は増加） △479 △250

棚卸資産の増減額（△は増加） △272 △716

仕入債務の増減額（△は減少） 124 107

未払消費税等の増減額（△は減少） 115 163

その他 △281 △6

小計 235 174

利息及び配当金の受取額 144 110

利息の支払額 △6 △1

法人税等の還付額 46 1

法人税等の支払額 △234 △280

営業活動によるキャッシュ・フロー 185 3

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △22 △132

有形固定資産の取得による支出 △358 △499

有形固定資産の売却による収入 ― 0

無形固定資産の取得による支出 △9 △6

投資有価証券の取得による支出 △0 △300

投資有価証券の売却による収入 163 433

貸付金の回収による収入 0 0

保険積立金の解約による収入 45 406

その他 △11 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △192 △101
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(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △2 △1

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △32 △37

自己株式の取得による支出 △134 △307

配当金の支払額 △475 △468

非支配株主への配当金の支払額 △79 △83

財務活動によるキャッシュ・フロー △725 △898

現金及び現金同等物に係る換算差額 △318 109

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,050 △886

現金及び現金同等物の期首残高 11,064 9,158

現金及び現金同等物の中間期末残高 10,013 8,271
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年８月６日開催の取締役会決議に基づき、自己株式107,200株の取得を行っております。この結果、

当中間連結会計期間において、自己株式が306百万円増加し、当中間連結会計期間末において自己株式が1,752百万

円となっております。

（セグメント情報）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３
電子部品
(注)１

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 8,223 270 8,494 ― 8,494

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 95 97 △97 ―

計 8,225 366 8,591 △97 8,494

セグメント利益 604 60 665 △9 656

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 計 調整額 電子部品合計

売上高

外部顧客への売上高 3,754 4,338 129 8,223 ― 8,223

地域間の内部売上高
又は振替高

3,532 2,774 ― 6,307 △6,305 1

計 7,286 7,113 129 14,530 △6,305 8,225

地域別利益 48 522 8 579 25 604

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３
電子部品
(注)１

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 8,642 322 8,964 ― 8,964

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 90 91 △91 ―

計 8,643 412 9,056 △91 8,964

セグメント利益 564 61 625 2 628

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 計 調整額 電子部品合計

売上高

外部顧客への売上高 4,348 4,154 138 8,642 ― 8,642

地域間の内部売上高
又は振替高

3,229 2,607 ― 5,837 △5,835 1

計 7,578 6,762 138 14,479 △5,835 8,643

地域別利益又は損失(△) 231 338 △3 567 △2 564

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「電子部品」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間においては２百万円であります。
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３．補足情報

製品別販売実績

前中間連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日) 前年同期比(％)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

電子部品

前面操作ブロック 2,306 27.2 2,486 27.7 107.8

可変抵抗器 1,062 12.5 1,052 11.7 99.1

固定抵抗器 1,021 12.0 1,020 11.4 99.8

センサ 2,351 27.7 2,022 22.6 86.0

機構部品 997 11.7 1,341 15.0 134.5

その他の電子部品 483 5.7 718 8.0 148.5

小計 8,223 96.8 8,642 96.4 105.1

その他 270 3.2 322 3.6 119.1

合計 8,494 100.0 8,964 100.0 105.5


